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研究成果の概要（和文）：主曲率の個数6,重複度2の等径超曲面の等質性を示し，長年の問題を解決した．主曲率の個
数4についてスピン作用のモーメント写像による記述を与えた．トランスノーマル系の研究を深めた．
リッチ曲率正のケーラー多様体の非コンパクト完備安定極小ラグランジュ部分多様体上には非自明なL2調和1形式は存
在しないことを示し，非放物型エンドは高々１つであり，曲面なら種数が０であることがわかった．
等径超曲面のガウス像のハミルトン変形との交叉に関わるフレアホモロジー論の研究において，主曲率の重複度が２以
上の場合にはどんなハミルトン変形によっても，交叉が外せないことを示した（入江博，Hui Ma,大仁田義裕との共同
研究）．

研究成果の概要（英文）：Isoparametric hypersurfaces with 6 principal curvatures with multiplicity 2 are 
shown to be homogeneous, which solves one of Yau's problems. As for 4 principal curvature case, we gave a 
description by using the moment map of spin actions. Transnormal systems are investigated in details.
We show the non-existence of L2 harmonic 1-form on a complete non-compact stable minimal Lagrangian 
submanifolds in a Kaheler manifold with positive Ricci curvature. Then the number of non-parabolic ends 
is less than two, and in the surface case, the genus should vanish. The Floer theory on the intersection 
of a Lagrangian submanifold with its Hamiltonian deformation is investigated. The Gauss images of 
isoparametric hypersurfaces in the sphere are Lagrangian submanifolds of complex hyperquadric, and in 
this case, we show that if the multiplicities of the principal curvatures are bigger than 1, then they 
are Hamiltonian non-displaceable,

研究分野： 微分幾何学

キーワード： 極小ラグランジュ部分多様体　L2調和形式　共形型　等径超曲面　ガウス写像　ハミルトン変形　交叉
数　フレアホモロジー

  ３版
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１．研究開始当初の背景 

２．研究の目的 

３．研究の方法 
スピン作用の運動量写像による表現をもつ
非等質な超曲面を複素幾何の立場から解析
し，可積分性について議論する．特殊ホロ
ノミー群をもつ平坦計量の構成と，特異フ
ォリエーションを超曲面の発展方程式の観
点から調べる．可積分系に関わる（超）曲
面の自然な離散化を考え，その際可積分性
が何に反映されるかという本質を探る．パ
ンルヴェ方程式の解の挙動に端を発するカ
オス性，複素力学系との関わりを調べる．
高次元ケーラー多様体の量子コホモロジー
が，何らかの可積分系方程式を介して，微
分幾何学的対象に対応するかどうか考察す
る． 
４．研究成果（連携研究者については抜粋） 
宮岡礼子は等径超曲面の分類で残っていた
(g,m)=(6,2)の等質性を証明した．g=4 の等質，
非等質両方の場合に，等径関数を群作用のモ
ーメント写像で表した．等径関数より弱いト
ランスノーマル関数の存在する多様体の位
相を決定した．非コンパクト完備安定極小曲
面状には L2 調和１形式が存在しないことを
示し，その位相型を制限した（植木聡之と共
同）．等径超曲面のガウス写像の像とそのハ
ミルトン変形の交叉が外せないことを，主曲
率の重複度が２以上の場合すべてについて
示した（入江博, Hui Ma, 大仁田義裕と共同） 
藤岡敦は余次元 2 の Blaschke 埋め込みに置
け る 知見を 得 た．二 木 はコン パ ク ト
shurinking soliton の直径の評価を得た．
Guest は tt*戸田方程式の解の空間の凸性を
えた．入谷はトーリックスタックのミラー対
称性に関する成果を得た．石川は split G2

幾何の特異点を調べた．梶原は松浦とともに
平面曲線の離散化を可積分系の立場から考
えた．長友はグラスマン多様体への調和写像
を調べた．西納はファノ多様体の GW 不変量
を求めた．野村はジョルダン代数の研究を行
った．Rossman はアイソサーミック曲面の離

散化を考えた．庄田は３重周期の極小曲面の
議論を深めた．田丸はモーメント写像を表現
論の立場から考えた．上原は正のエントロピ
ーをもつ有理曲面の自己同形群を考えた．梅
原はガウスボンネの定理をウェーブフロン
トに拡張した．山田は共形平坦超曲面の研究
を行った． 
５．主な発表論文等（研究代表者、研究分担
者及び連携研究者には下線）（連携研究者に
ついては抜粋） 
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